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 ＮＰＯ法人  まちつくろう会ＧＩＦＵ 

一ＮＰＯ法人まちつくろう会ＧＩＦＵ・大野 利明 

高齢化社会が進行している現在、今まで以上に様々

な課題が発生して来ています。課題解決にまちづくり協

議会（無料ボランティア）では対応できない課題を解決

する団体（有料ボランティア）が必要だという事で、

「NPO 法人まちつくろう会 GIFU」を立ち上げまちづくり

協議会の組織に加入しました。 

今後地域活性化事業を行う中、様々な事業を手掛け

ていく場合、それに伴い金銭の授受が発生することが

予測されます。又法人化した団体で運営した方が金銭

の授受が明確になる事、活動の信頼性が大きくなる事、

そして法人化する事で有料ボランティアとして活動をお

願いする場合に幾らかの金銭を払う

ことが出来る様になります。 

現在の主な事業内容は（1）環境

美化事業（空き家草刈り等）（2）空き

家管理事業（3）文化事業（4）マーケット事業（5）その他、

現在特に力を入れている事業として、空き家・空き地の

草刈り・樹木伐採美化事業です。今年度は３軒の空き

家草刈り・樹木伐採事業を行いました。空き家・空き地

関係に於いて相談したい課題がありましたら「NPO 法人

まちつくろう会 GIFU」にご連絡ください。電話番号は

080-5298-8480大野です。               □■ 

 

 支部だより  新型コロナの終息を願う 

一桜台支部長・大野 章成さん 

今まで、自治会の事は殆ど全てを家内任せの私が、

いきなり支部長兼自治会長デビューとなり、何をどうした

らも良く解らずスタートしましたが、家内の助けもあり少し

ずつ慣れてきました。又、各自治会長、優秀な役員さん

にも恵まれ助かっています。 

私はピアノ専門店の経営者と

して毎日忙しくしていますが、コ

ロナ禍のこの１年半土曜、日曜

日のコンサート会場での調律も延期や、中止になりまし

たので、其の分自治会活動をこなせることができました。 

さて、この度は９月２０日の敬老会も中止になり、参加を

予定されていた方の事を思うと残念です。早く、新型コ

ロナ肺炎が終息して、色々なイベントが普通に開催でき

るようになって欲しいものです。             □■ 

 小中学校  小中一貫校「はじめの一歩」 

―藍川東中学校校長・古田 浩章さん 

「小学校へ行ってきます！」中学校の先生が明るく

一声かけ、職員室を出ていきます。そして「戻りました！」

と元気に職員室へ帰ってきます。 

芥見東小と藍川東中の小中一貫校の歩みが始まりま

した。小・中学校の先生が、どちらの学校でも児童生徒

にかかわり、その成長を支えていくことができることは、

小中一貫校の利点の一つです。その「はじめの一歩」と

して、中学校から、英語と音楽の先生、そして、小中を

繋ぐ役割をもつ主幹教諭の先生が、日々、小中学校を

行き来しています。 

この歩みは今後、中学校へ

の進学を迎える小学生の皆さん

が、中学校の先生との授業を通

して、よりよい人間関係を築くことによって、安心して中

学校の扉を開けることができると期待しています。 

１１月には、「地域ふれあい活動」を機会に、小中学生

の皆さんが、異年齢で活動できる行事を企画しています。

こちらも今からとても楽しみです。           □■ 

 

 防災  ～家庭でできる防災対策を～ 

―芥見東自治会連合会・編集委員 

今後３０年以内に東海、東南海、南海トラフ地震が発

生する確率が６０～８０％以上と高まっています。 

備えあれば憂いなし。最低でも３日間（できれば１週

間分）の備蓄を心がけましょう。 

災害が発生した場合、支援物資が避難所にスムーズ

に行き届かないケースも想定されます。そのような場合

に備えて、飲料水（一人 1 日あたり３リットルを目安）、乾

パン、アルファ米、レトルト食品、医薬品 セット、簡易ト

イレ等の備蓄を行いましょう。 

備蓄の方法としては、ロー

リングストックがあります。ロー

リングストックは、缶詰やレト

ルト食品、トイレットペーパーなど日常生活で消費するも

のを少し多めに買い置きして賞味期限が近づいたもの

は食べて、食べた分をまた補充するやり方です。 

災害はいつ起こるかわかりません。避難時にすぐ持ち

出せるようリュックサックなどに、ご自身や家族の状況に

合わせたものを準備しておきましょう。        □■ 

http://akutamidorittko.web.fc2.com/
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 社協  これからの社会福祉をどう考える 

－社会福祉協議会芥見東支部長・多田 喜代則さん 

岐阜県は、現在新型コロナウイルス感染症の緊急事

態宣言対象地域として新規感染者数・病床使用率等に

おいて非常に厳しい状況にあります。私たち一人ひとり

の日々の生活態度によって、早期に終息に向かうよう願

うところです。 

社協芥見東支部では７月２４日(土)午後、第二大洞岐

協苑の地域交流室をお借りして７月の事務局委員会を

行いました。予定議題が終了した後、当地域における福

祉の現状について委員の皆さんから多くの意見が出さ

れました。今後地域全体の課題としてとらえる必要がある

と思います。その一端をご紹介いたします。 

１．軽度の認知症によるご近所でのトラブルの増加。 

２．認知症と分からず地域の役員になると他の役員が大

変である。選出する役員数を少なくして欲しい。 

３．見守り愛チームについて:（１）チームﾘ-ダーだけでは、  

平常時の見守りは無理。（２）見守り合いは必要。（３）

自分の近所で気の合う人2人くらいに頼みそっと見守

ってもらう。（４）住民全員漏れのないように見守っても

らう人をつくる。（５）それでも漏れる人は斑長さんか民

生委員さんに頼み見守ってもらう。⑥住民全員がいつ

も誰かに見守られている状態をつくる。⑦愛の一声運

動の全員版にする。 

４．高齢者世話や独り暮らし世帯

になっても、住み慣れたこの地

で暮らし続けていくにはどう手

を差し伸べたらいいのか。 

５．「小さな手助け」も一助になっている。 

○これらの地域全体の課題について:（１）現状を知る。

（２）地域の担当団体・専門家の意見をいただく。（３）

行政等の指導を受ける。（４）地域として方策を立てる。 

今後、地域のご希望者にも参加していただいて地域

懇談会を立ち上げたらいかがでしょうか。     □■ 

 

 防災  近所・感謝と自治会の大切さ！ 

一桜台在住・ＯＴさん 

自治会活動で一番大事なのは、防災活動です。いざ

という時、まずは自分の命、家族の命を守る行動をとる

(自助)、次は家の周り、隣近所の様子を確認し、行動を

起こす(共助)ことが一番大切な事です。よく災害の時、ま

ず自助、そして共助、公助といわれますが、今は自助の

次は、近助だと思います。近助を確かなものにしていくに

は、みんなが自治会に入って、常日頃から近所同士、挨

拶、声の掛け合い、お互い助け合って暮らしていく事だ

と思います。自治会連合会の存在もその為のものです。

それらの為に色々な行事、催し物、イベントなどを行って

人と人との絆づくり、ふれあいづくり等、裏方のお手伝い

をしています。 

阪神大震災の語り部による

講演会に於いてこのような言

葉がありました。 

７時間生き埋めになりご近 

所に助けられた夫妻が語った

言葉を紹介しておきます。 

「助けてくれるのはご近所さんです」 

「普段から人づきあいが悪く嫌われている人は助けて

もらえません」 

「消防は消火活動に専念するべき。救助・救命活動は

ご近所同士でやってもらうしかない」という言葉は強い印

象が残りました。 

一言「人は一人では生きていけない、当たり前だと思う

日常は周りの人に助けられ、支えられながら生きていけ

るのです。人を批判する前に周りの人達、裏方の人達に

「感謝」を忘れてはならないと」               □■ 

 

 PTA  使用済みマスクの処理は適切に 

一芥見東小学校 PTA副会長・高岡 靖夫さん 

新型コロナウイルスが猛威を振るい、緊急事態が長期

化し、幾日が経ちました。今年度も昨年以上に行事の開

催は厳しく、数多く中止を余儀なくされる中、自治会によっ

ては環境整備などの地域活動は例年通り執り行われるも

のもありました。 

私自身も先日、大洞から倉知桐谷へと抜ける坂道に落

ちているポイ捨てゴミを集めて歩き、今年度は特に「マスク」

が沢山捨てられている事が印象に残りました。不織布マス

クは白い紙のように見えますが布で

あり、原材料は主にポリプロピレンや

ポリエステルといった化学繊維が使

われている素材が多く、オーガニック

素材ではない為、長期間その場に堆

積する事は環境的や衛生的にもネ

ガティブなイメージに感じます。 

季節柄インフルエンザの流行と共

に、感染症対策にマスクが必要です。各家庭からも、マス

クを捨てる際は自治体ルールに従い適切な処理を 

お願いします。子ども達への教育の一環としても、 

ルール徹底に努めましょう。           □■ 

http://akutamidorittko.web.fc2.com/
https://www.youtube.com/channel/UCX3VdkgA3Fw7sTSAMNaYpzg/videos

